
研究
Keyword

専門分野・研究分野

1型糖尿病をもつ子どもと親が
良い睡眠を獲得するための睡眠ケアプログラムの確立
　近年、1型糖尿病をもつ子どもの睡眠障害への対策が重要視されています。
睡眠の質が悪い場合血糖コントロールが不良となること、またその逆が起こ
る可能性があると報告されていますが（図 1）、その要因の一つに夜間低血糖
があります。特に小児では夜間低血糖は無自覚性であり、重症低血糖の遷延
が認知機能障害をもたらす問題があります。そのため、睡眠中も家族による
的確な対処行動が必要となります。しかし、1型糖尿病の睡眠障害や夜間低血
糖において、具体的な対策は示されておらず、ケアへの示唆を得る段階まで
には至っていないのが現状です。そこで、1型糖尿病をもつ子どもとその家族
を対象に、良好な睡眠を支援する睡眠ケアプログラムの確立を目標として研
究を進めることにしました。

研究内容

1型糖尿病をもつ小児の血糖－睡眠モニタリングによる
夜間低血糖予測・回避の実践検証
　健康な子どもでは、睡眠中も血糖値は正常範囲内に調節されますが、イン
スリン治療が必須の 1 型糖尿病をもつ子どもでは、睡眠障害のリスクに加
え、低血糖の 55 ％が睡眠中に起きていることが明らかになっています。頻回
な夜間の低血糖発現の検知に寄与するものとして、2015年にわが国でも持続
血糖モニタリング（Continuous Glucose Monitoring：CGM）が導入されまし
た。CGMにより 24時間連続で血糖の変動が可視化され（図2）、子どもも家族
も糖尿病負担が軽減されています。しかし、モニタリングが可能となったも
のの、睡眠中の血糖をコントロールすることは依然として困難です。ここで、
CGMと睡眠のモニタリングを同時に行うことに着想しました。双方向の時
間的関係を評価することで、夜間低血糖のリスクを予測可能とする睡眠時お
よび先行する客観的指標を探索する研究を行います。
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図1： 1型糖尿病の 24時間循環サイクル 
（Monzon 2018より）

図2：CGMデータ例
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